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日本冷蔵倉庫協会の大谷邦夫会長（ニチレイ

社長）は23日、自民党本部で開かれた物流倉庫

振興推進議員連盟の総会に出席し、業界が直面

している課題を説明するとともに、政府、国会

に強力な支援を求めた。 

大谷会長は「冷蔵倉庫は、食品の鮮度と品質

を保持し、変動する食料供給と消費との需給調

整機能も担う、食のサプライチェーンになくて

はならない重要な社会インフラだが、業界はフ

ロン冷媒、電気料金の高騰、設備の老朽化など

に直面しており、近年は人手不足による労務費

の増大も深刻化している」と業界の現状を説明。 

平成31年度予算編成・税制改正に関する要望

として、①冷蔵倉庫における省エネ設備・機器

の導入に対する支援②再生可能エネルギーに関

する賦課金の減免③平成31年３月末で期限切れ

となる「中小企業者等の機械等の特別償却また

は税額控除」の期間延長――を求めた。 

 

大谷会長、100億円規模の補助金求める 

 

省エネ設備・機器導入補助事業については、

今年度（平成30年度）から新たに５年間の予定

でスタートし、29年度補正の10億円を加えて74

億円となった。ただ、補助対象に食品製造工場、

食品小売店舗も加わっており、冷蔵倉庫だけを

対象とした前年度62億円と比較して、実質的に

は若干減少したと見ることもできる。 

大谷会長は「協会の調査によると、需要は年

間100億円程度。増額をお願いするとともに、少

なくとも補助対象をこれ以上増やさず、できる

だけ営業冷蔵倉庫を優先してほしい」と望んだ。 

 

近海かつお・まぐろ漁業等 

 大型クロマグロ操業停止勧告…………………２ 

兵殖、養殖エコラベル認証取得…………………２ 

紀文、キッザニア東京で「はんぺん作り」……２ 

日水、業績連動型株式報酬制度に………………３ 

カネリョウ海藻、「快腸もずく®」発売…………３ 

日本公庫、ＴＨＡＩＦＥＸ初出展………………３ 

３月の全国在庫、カツオ69％増…………………４ 

 

 

 

極洋、清掃活動の参加者募集……………………４ 

宇部蒲鉾、「なんこつ天」大好評…………………４ 
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日冷倉協「省エネ設備導入支援の拡充を」 

 

物流議連に要望する大谷会長（右端） 


